
 

 

 

 

１  なぜ、英語科の学習をするのでしょうか？ 

  国際化・情報化の急速な発展に伴い，私たちに求められているのは，異なる文化をも

つ人々との共存です。世界の人々と協調し，国際交流などを積極的に行っていくために

は，相手の意向を理解し，自分の考えを表現するコミュニケーション能力を身に付けて

いくことが大切になります。 

  英語学習には「聞く」「話す」「読む」「書く」という４つの技能があります。「聞いて

理解できる」「言いたいことを自由に表現できる」「英文を読んで理解できる」「自分の思

いを書いて伝えることができる」ようになれば，外国の人とコミュニケーションができ

るとともに，自分の世界が広がり自分自身も豊かになり，楽しくなっていくはずです。 

４つの技能をバランスよく身に付け，使えるようになるためには，積極的に英語でコ

ミュニケーションを図ろうとする意欲をもち，日常的な会話や簡単な情報交換ができる

基礎的・実践的なコミュニケーション能力をつける必要があります。 

また，世界へ視野を広げて，異文化を理解し，尊重しようとする態度も身に付けていき

ましょう。 

 

２  授業で準備するもの 

    ・教科書 ・ノート ・ファイル ・ワーク ・筆記用具 

 

３  授業で大切にしたいポイント 

（１）声に出して読む。 

   単語の発音，教科書の音読をするときはしっかり声に出して読もう。声に出すと単 

語や熟語も覚えやすくなります。 

（２）英語をできるだけ多く使う。 

   ペアワークやグループワークなどでは積極的に活動に参加して，一人でも多くの人 

とコミュニケーションをとろう。 

（３）ノートはしっかりとり，正しい文字を書く。 

① 枠内に丁寧な文字で書こう。 

② 本時の課題やその答えを自分なりに工夫してまとめよう。黒板に書いてあること 

だけでなく，教師が口頭で説明することなどもしっかりメモしよう。 

③ プリントはなくさないようにファイルに綴じるかノートに貼ろう。 

（４）分からないところは質問する。 

   分からないところがあれば，すぐに質問しよう。 

（５）ＡＬＴの先生に積極的に話しかけてみよう！ 

   間違いや失敗を恐れず，思い切って話してみよう。 

一番大切なものは授業です。英文を読んだり，文章を考えたり，英語でのコミュニケーショ

ンに挑戦したりする活動がたくさんあります。間違いを恐れず，積極的に挑戦しましょう。 
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４  ノートの使い方 

（１）見やすくていねいな字で書きましょう。 

（２）色ペンやラインマーカーなどを使って，要点が分かるように工夫しましょう。 

 

５  英語学習で身に付けたい力 

（１）聞くこと 

   相手の話す英語を聴き取り，理解することができる。また，それに受け答えをする 

  ことでコミュニケーションが図れるようになる。 

  ※  英語の歌を聴いたり，洋画を字幕で鑑賞することも英語学習への第一歩です。 

（２）話すこと 

  自分の考えや相手に伝えたいことを英語で表現し，会話ができるようにする。会話 

 を広げるための表現を身に付ける。正しい発音やアクセントで場面に応じた会話がで 

きるようになる。 

（３）読むこと 

   単語や，文，まとまりのある文章の意味を正確に理解することができる。意味の切 

  れ目で区切って，気持ちを込めて読むことができる。 

（４）書くこと 

   単語や連語，文のつくりを正確に理解し，英語で書いて表現することができる。英 

語の手紙やメールなどの実用的な英語を書いて表現できるようになる。 

 

６  家庭学習はどのようにしたらいいでしょうか？ 

（１）予習 

① 新しい単元に入る前までに，新出単語・連語の意味を調べてノートに書く。 

② 教科書の本文をノートに書き，分かるところは意味を書く。（分かるところと 

分からないところを区別しておく。）授業を受けてできるようになった箇所は赤 

で書き，ノートを見直したときに，自分の苦手な箇所がわかるようにする。） 

③  本文を黙読して，あらすじをつかむ。（２～３回） 

（２）復習  

① 音読 その日に学習したところをスラスラ読めるまで練習する。教科書の QRコ 

ードで音声を確認し，発音の練習をする。 

   ② ワーク 習ったところをその日のうちに理解する。 

③ 習った単語や文を使って英語日記を書いたり，自分や友達などについて，英作 

文を書いたりする。 

④ そのほか，課題や宅習などの指示があれば，それに取り組む。 

 

７  定期テスト前後の勉強はどのようにすればいいでしょうか？ 

①  ノート・プリントをもう一度見直す。忘れているところを宅習帳などに書いて 

覚える。 

②  ワークを何度も解き，間違えたところを書いて覚える。 

③  教科書やノートの重要な箇所を，何度も読んだり書いたりして覚える。 


